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2.2 多値変数 

吉田拓夢 



1対K法 

• 要素の1つxkが1で他はすべて0のK次元ベクトルx 

例:K=6、x3=1の状態の観測値x 

• 以下を満たす 



確率分布 

• xk=1となる確率をパラメータμkとしたxの分布 

• μkは確率を表すので以下を満たす 



確率分布 

←この分布はベルヌーイ分布の一般化 

(2種類以上の出力)とみなせる 



尤度関数 

• N個の独立な観測値x1,…,xNのデータ集合D 

 を考えた時の尤度関数は 

• 以下はxk=1となる観測値の数を表す 

 →十分統計量(sufficient statistuc) 



最尤推定解 

• μの最尤推定解はμkの総和が1になることを考慮し
てμkについて を最大化 

→ラグランジュ乗数λを用いて以下を最大化 

→上記のμkについての導関数を0とすると 



最尤推定解 

を制約 に代入 

→ラグランジュ乗数λ=-Nと解ける.よって、最尤推定解は 

N個の観測値のうちxk=1であるものの割合 



同時確率 

• パラメータμと観測値の総数Nが与えられた条件下
でm1,…,mKの同時確率は 

• 正規化係数は、N個の対象を大きさがm1,…mKのK個
のグループに分割する場合の数に相当 

多項分布(multinomial distribution) 


